
(57)【要約】

【課題】基地局の通信セル間の干渉エリアにおいてもス

ループットが低下することのない基地局、移動局端末、

データ通信システム及びそれらの制御プログラムを提供

する。

【解決手段】基地局は、互いに直交する複数のサブチャ

ネルのうちいずれかのサブチャネルを用いてパイロット

信号を送信するとともに、他の基地局がパイロット信号

を送信するのに用いるサブチャネルについては最小電力

でデータを送信するようにサブチャネルの強度を制御す

る強度変換回路２を有する。移動局端末は、複数の基地

局のそれぞれに対応したパイロット信号を抽出するパイ

ロット信号抽出回路９と、パイロット信号抽出回路９に

より抽出されたパイロット信号から、複数の基地局との

間の伝搬係数Ｈを推定する伝搬係数推定回路１１と、伝

搬係数推定回路１１が推定した伝搬係数Ｈから、複数の

基地局から送信されたデータを推定するＭＬＳＥ回路１

０とを有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 局 端 末 と ア ン テ ナ を 用 い て 互 い に 直 交 す る 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用 し た デ ー タ の
送 受 信 を 行 う 基 地 局 に お い て 、
　 前 記 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル の う ち い ず れ か の サ ブ チ ャ ネ ル を 用 い て パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信
す る と と も に 、 他 の 基 地 局 が パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る の に 用 い る サ ブ チ ャ ネ ル に つ い て
は 最 小 電 力 で デ ー タ を 送 信 す る よ う に サ ブ チ ャ ネ ル の 強 度 を 制 御 す る 強 度 変 換 手 段 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ン テ ナ が 複 数 個 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ 、 当 該 複 数 個 の ア ン テ ナ を 用 い て 空 間 分
割 多 重 方 式 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 地 局 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 地 局 と ア ン テ ナ を 用 い て 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用 し た デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 移 動 局
端 末 に お い て 、
　 複 数 の 基 地 局 の そ れ ぞ れ に 対 応 し た パ イ ロ ッ ト 信 号 を 抽 出 す る パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段
と 、
　 前 記 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 に よ り 抽 出 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局
と の 間 の 伝 搬 係 数 を 推 定 す る 伝 搬 係 数 推 定 手 段 と 、
　 前 記 伝 搬 係 数 推 定 手 段 が 推 定 し た 伝 搬 係 数 か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ れ た デ ー
タ を 推 定 す る 最 尤 系 列 推 定 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 局 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ れ る デ ー タ を 受 信 す る ア ン テ ナ が １ つ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 移 動 局 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 地 局 と 、
　 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 移 動 局 端 末 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 基 地 局 又 は 前 記 移 動 局 端 末 が 、 サ ブ チ ャ ネ ル の 変 調 方 式 を 多 値 化 す る 多 値 化 制 御 手
段 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 移 動 局 端 末 と ア ン テ ナ を 用 い て 互 い に 直 交 す る 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用 し た デ ー タ の
送 受 信 を 行 う 基 地 局 で あ り 、 強 度 変 換 手 段 を 有 す る 基 地 局 を 制 御 す る た め の 基 地 局 制 御 プ
ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 強 度 変 換 手 段 に よ り 前 記 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル の う ち い ず れ か の サ ブ チ ャ ネ ル を 用 い
て パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る と と も に 、 他 の 基 地 局 が パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る の に 用 い
る サ ブ チ ャ ネ ル に つ い て は 最 小 電 力 で デ ー タ を 送 信 す る よ う に サ ブ チ ャ ネ ル の 強 度 を 制 御
す る ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の 基 地 局 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 基 地 局 と ア ン テ ナ を 用 い て 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用 し た デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 移 動 局
端 末 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 、 伝 搬 係 数 推 定 手 段 、 最 尤 系 列 推 定 手 段 を 有 す る 移
動 局 端 末 を 制 御 す る た め の 移 動 局 端 末 制 御 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 が 抽 出 す る 複 数 の 基 地 局 の そ れ ぞ れ に 対 応 し た パ イ ロ ッ ト
信 号 を 受 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 搬 係 数 推 定 手 段 に 対 し て 前 記 第 １ の ス テ ッ プ で 受 信 し た パ イ ロ ッ ト 信 号 か ら 、 前
記 複 数 の 基 地 局 と の 間 の 伝 搬 係 数 を 推 定 す る よ う に 指 示 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 最 尤 系 列 推 定 手 段 に 対 し て 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ で 推 定 す る よ う に 指 示 し た 伝 搬 係 数
か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ を 推 定 す る よ う に 指 示 す る 第 ３ の ス テ ッ プ
と 、
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を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の 移 動 局 端 末 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 基 地 局 制 御 プ ロ グ ラ ム と 、
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 移 動 局 端 末 制 御 プ ロ グ ラ ム と 、
を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 デ ー タ 通 信 に お い て 、 デ ー タ 伝 送 容 量 を 向 上 さ せ る 基 地 局 、 移 動 局 端 末
、 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 及 び そ れ ら の 制 御 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ （ Orthogonal Frequency Division Multiplexing： 直 交 周 波 数 分 割 多 重
） を 変 調 方 式 に 用 い た 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 各 基 地 局 が カ バ ー す る セ ル 間 の
干 渉 対 策 と し て 、 周 波 数 ホ ッ ピ ン グ を 用 い る も の が 知 ら れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ ）
　 し か し 、 周 波 数 ホ ッ ピ ン グ を 用 い る と 干 渉 問 題 に つ い て は 解 決 で き る も の の 、 訂 正 可 能
な ビ ッ ト レ ー ト の 範 囲 で 干 渉 を 許 容 す る た め 、 周 波 数 の デ ー タ が 衝 突 す る 確 率 を １ ／ １ ０
０ 以 下 に 抑 え る 必 要 が あ っ た 。 こ の た め 、 複 数 の 基 地 局 が カ バ ー す る 通 信 セ ル の 干 渉 エ リ
ア の 領 域 に お い て 、 ス ル ー プ ッ ト が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 干 渉 問 題 を 移 動 局 端 末 に お け る ア ン テ ナ の 配 置 と 伝 搬 路 の 伝 搬 係 数 を 用 い て 解 決
す る 方 法 も 知 ら れ て い る 。 （ 非 特 許 文 献 １ ）
　 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 移 動 局 端 末 に 任 意 の 間 隔 で 配 置 さ れ た 複 数 の ア ン テ ナ を 設 け る
必 要 が あ り 、 そ れ と 同 数 の 受 信 機 を 設 け る 必 要 が あ っ た 。 し た が っ て 、 移 動 局 端 末 の 形 状
が 大 き く な る と と も に 、 消 費 電 力 が 大 き く な る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ０ ５ ２ ９ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Young-Doo Kim, Inhyoung Kim, Jihoon Choi, Jae-Young Ahn, Lee, Y.
H. 著 ， 「 Adaptive modulation for MIMO system with V-BLAST detection」 ， Vehicular
 Technology Conference, 2003. VTC 2003-Spring. The 57th IEEE Semiannual , Volume
: 2 , April 22 - 25, 2003 Pages:1074 - 1078
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 基 地 局 の 通 信 セ ル 間 の 干 渉
エ リ ア に お い て も ス ル ー プ ッ ト が 低 下 す る こ と の な い 基 地 局 、 移 動 局 端 末 、 デ ー タ 通 信 シ
ス テ ム 及 び そ れ ら の 制 御 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 移
動 局 端 末 と ア ン テ ナ を 用 い て 互 い に 直 交 す る 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用 し た デ ー タ の 送 受
信 を 行 う 基 地 局 に お い て 、 前 記 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル の う ち い ず れ か の サ ブ チ ャ ネ ル を 用 い
て パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る と と も に 、 他 の 基 地 局 が パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る の に 用 い
る サ ブ チ ャ ネ ル に つ い て は 最 小 電 力 で デ ー タ を 送 信 す る よ う に サ ブ チ ャ ネ ル の 強 度 を 制 御
す る 強 度 変 換 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ア ン テ ナ が 複 数 個 の ア ン テ ナ か ら 構 成 さ れ 、 当 該
複 数 個 の ア ン テ ナ を 用 い て 空 間 分 割 多 重 方 式 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 地 局 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 基 地 局 と ア ン テ ナ を 用 い て 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用
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し た デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 移 動 局 端 末 に お い て 、 複 数 の 基 地 局 の そ れ ぞ れ に 対 応 し た パ イ
ロ ッ ト 信 号 を 抽 出 す る パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 と 、 前 記 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 に よ り 抽
出 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局 と の 間 の 伝 搬 係 数 を 推 定 す る 伝 搬 係 数 推
定 手 段 と 、 前 記 伝 搬 係 数 推 定 手 段 が 推 定 し た 伝 搬 係 数 か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ
れ た デ ー タ を 推 定 す る 最 尤 系 列 推 定 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 局 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ れ る デ ー タ を 受 信 す る ア
ン テ ナ が １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 移 動 局 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 地 局 と 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に
記 載 の 移 動 局 端 末 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 通 信 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 基 地 局 又 は 前 記 移 動 局 端 末 が 、 サ ブ チ ャ ネ ル の 変
調 方 式 を 多 値 化 す る 多 値 化 制 御 手 段 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー
タ 通 信 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 移 動 局 端 末 と ア ン テ ナ を 用 い て 互 い に 直 交 す る 複 数 の
サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用 し た デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 基 地 局 で あ り 、 強 度 変 換 手 段 を 有 す る 基 地
局 を 制 御 す る た め の 基 地 局 制 御 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 強 度 変 換 手 段 に よ り 前 記 複 数 の
サ ブ チ ャ ネ ル の う ち い ず れ か の サ ブ チ ャ ネ ル を 用 い て パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る と と も に
、 他 の 基 地 局 が パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る の に 用 い る サ ブ チ ャ ネ ル に つ い て は 最 小 電 力 で
デ ー タ を 送 信 す る よ う に サ ブ チ ャ ネ ル の 強 度 を 制 御 す る ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ
せ る た め の 基 地 局 制 御 プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 基 地 局 と ア ン テ ナ を 用 い て 複 数 の サ ブ チ ャ ネ ル を 使 用
し た デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 移 動 局 端 末 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 、 伝 搬 係 数 推 定 手
段 、 最 尤 系 列 推 定 手 段 を 有 す る 移 動 局 端 末 を 制 御 す る た め の 移 動 局 端 末 制 御 プ ロ グ ラ ム で
あ っ て 、 前 記 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 が 抽 出 す る 複 数 の 基 地 局 の そ れ ぞ れ に 対 応 し た パ イ
ロ ッ ト 信 号 を 受 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、 前 記 伝 搬 係 数 推 定 手 段 に 対 し て 前 記 第 １ の ス テ
ッ プ で 受 信 し た パ イ ロ ッ ト 信 号 か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局 と の 間 の 伝 搬 係 数 を 推 定 す る よ う
に 指 示 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、 前 記 最 尤 系 列 推 定 手 段 に 対 し て 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ で 推 定
す る よ う に 指 示 し た 伝 搬 係 数 か ら 、 前 記 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ れ た デ ー タ を 推 定 す る よ
う に 指 示 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の 移 動 局 端 末 制 御 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 基 地 局 制 御 プ ロ グ ラ ム と 、 請 求 項 ８
に 記 載 の 移 動 局 端 末 制 御 プ ロ グ ラ ム と を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の デ ー タ 通 信 シ ス
テ ム 制 御 プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 基 地 局 に 強 度 変 換 手 段 を 設 け た の で 、 基 地 局 が 送 信 す
る パ イ ロ ッ ト 信 号 が 他 の 基 地 局 が 送 信 す る サ ブ チ ャ ネ ル と 干 渉 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 基 地 局 に 複 数 個 の ア ン テ ナ を 設 け 、 こ の 複 数 個 の ア ン
テ ナ を 用 い て 空 間 分 割 多 重 方 式 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う よ う に し た の で 、 基 地 局 に お
い て デ ー タ を 受 信 す る 場 合 に お い て 、 通 信 品 質 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 高 い ス ル ー プ ッ ト
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 移 動 局 端 末 に パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 手 段 、 伝 搬 係 数 推 定
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手 段 、 最 尤 系 列 推 定 手 段 を 設 け た の で 、 基 地 局 の 通 信 セ ル 間 の 干 渉 エ リ ア に 移 動 局 端 末 が
存 在 す る 場 合 に お い て も ス ル ー プ ッ ト が 低 下 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 移 動 局 端 末 に お い て 、 複 数 の 基 地 局 か ら 送 信 さ れ る デ
ー タ を 受 信 す る の に 使 用 す る ア ン テ ナ を １ つ の ア ン テ ナ で 構 成 す る よ う に し た の で 、 移 動
局 端 末 の 省 電 力 化 及 び 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 地 局 と 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に
記 載 の デ ー タ 移 動 局 端 末 と を 用 い て デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 構 成 し た の で 、 各 基 地 局 の 通 信
セ ル 間 の 干 渉 エ リ ア に お い て も ス ル ー プ ッ ト が 低 下 す る こ と の な い デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 基 地 局 又 は 移 動 局 端 末 に 、 多 値 化 制 御 手 段 を 設 け た の
で 、 サ ブ チ ャ ネ ル の デ ー タ を 多 値 化 す る こ と に よ り 、 Ｓ Ｎ 比 に 従 い ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ
せ る よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 示 し た 概 略 図 で あ る 。 移 動 局 端
末 Ｍ が 無 線 デ ー タ 通 信 を 行 う た め に 、 移 動 局 端 末 Ｍ と デ ー タ の 送 受 信 を す る の に 使 用 さ れ
る 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ が 設 置 さ れ て い る 。 通 信 セ ル Ｃ １ は 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ １ の
領 域 内 に 存 在 す る 場 合 に 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ １ と 無 線 デ ー タ 通 信 が 可 能 な 範 囲 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 通 信 セ ル Ｃ ２ は 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ ２ の 領 域 内 に 存 在 す る 場 合 に 、 移 動
局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ ２ と 無 線 デ ー タ 通 信 が 可 能 な 範 囲 を 示 し て い る 。 ま た 、 通 信 セ ル Ｃ ３
は 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ ３ の 領 域 内 に 存 在 す る 場 合 に 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ ３
と 無 線 デ ー タ 通 信 が 可 能 な 範 囲 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 通 信 セ ル Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 周 囲 の 領 域 に あ る 通 信 セ ル Ｃ ４ 、 Ｃ ５ 、 ・ ・ ・ の 領 域 に も 、 無 線
デ ー タ 通 信 が 可 能 な よ う に 、 基 地 局 （ 図 示 省 略 ） が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て い る 。 基 地 局 Ｂ １
、 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ 、 Ｂ ４ 、 Ｂ ５ 、 ・ ・ ・ が 、 そ れ ぞ れ 通 信 セ ル Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ 、 Ｃ ４ 、 Ｃ ５
、 ・ ・ ・ の 通 信 領 域 を カ バ ー す る こ と に よ り 、 移 動 局 端 末 Ｍ が ど の 領 域 に い て も 無 線 デ ー
タ 通 信 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 同 一 周 波 数 を 用 い た Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 を 繰 り 返 し 用 い て 通 信 セ ル を 構 成 す
る こ と に よ り 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 干 渉 エ リ ア に 存 在 す る 場 合 で も 、 伝
搬 係 数 Ｈ １ ～ Ｈ ３ が 独 立 な 基 地 局 （ Ｂ １ ～ Ｂ ３ ） と の 通 信 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 の 説 明 で は 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ の 境 界 の 点 に 存 在 す る 場 合
に お い て 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら そ れ ぞ れ デ ー タ を 送 受 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
　 基 地 局 Ｂ １ が 送 信 し た 信 号 Ｘ １ を 移 動 局 端 末 Ｍ が 受 信 す る 場 合 、 移 動 局 端 末 Ｍ と 基 地 局
Ｂ １ 間 の 通 信 経 路 な ど に よ り 定 ま る 伝 搬 係 数 Ｈ １ が 掛 か っ た 値 で あ る Ｈ １ × Ｘ １ と い う 形
で 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 基 地 局 Ｂ ２ が 送 信 し た 信 号 Ｘ ２ を 移 動 局 端 末 Ｍ が 受 信 す る 場 合 、 移 動 局 端 末 Ｍ と
基 地 局 Ｂ ２ 間 の 通 信 経 路 な ど に よ り 定 ま る 伝 搬 係 数 Ｈ ２ を 乗 算 し た 値 で あ る Ｈ ２ × Ｘ ２ と
い う 形 で 受 信 さ れ る 。
　 ま た 、 基 地 局 Ｂ ３ が 送 信 し た 信 号 Ｘ ３ を 移 動 局 端 末 Ｍ が 受 信 す る 場 合 、 移 動 局 端 末 Ｍ と
基 地 局 Ｂ ３ 間 の 通 信 経 路 な ど に よ り 定 ま る 伝 搬 係 数 Ｈ ３ を 乗 算 し た 値 で あ る Ｈ ３ × Ｘ ３ と
い う 形 で 受 信 さ れ る 。
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　 よ っ て 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら 受 信 す る 受 信 信 号 ｒ は 、 移 動 局 端 末 Ｍ が
各 基 地 局 （ Ｂ １ ～ Ｂ ３ ） か ら 受 信 す る 信 号 の 総 和 と し て 表 す こ と が で き 、 以 下 の （ １ ） 式
の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ｒ ＝ Ｈ １ Ｘ １ ＋ Ｈ ２ Ｘ ２ ＋ Ｈ ３ Ｘ ３ 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 た だ し 、 （ １ ） 式 に お い て 、 通 信 セ ル Ｃ １ ～ Ｃ ３ 以 外 の 領 域 で あ る 通 信 セ ル Ｃ ４ 、 Ｃ ５
、 ・ ・ ・ の 領 域 か ら の 干 渉 は 無 視 で き る も の と し て 計 算 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 本 実 施 形 態 に よ る デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の デ ー タ 伝 送 方 法 を 示 す
概 略 図 で あ る 。 横 軸 は 周 波 数 を 表 し て お り 、 縦 軸 は 電 力 を 表 し て い る 。
　 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） で は 、 サ ブ チ ャ ネ ル が １ ６ 個 で 構 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て 説 明 す
る が 、 サ ブ チ ャ ネ ル の 数 は １ ６ 個 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 な お 、 以 下 で は 、 図 ３ （ Ａ
） の サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ １ ～ １ ０ ８ 、 図 ３ （ Ｂ ） の サ ブ チ ャ ネ ル ２ ０ １ ～ ２ ０ ８ 、 図 ３ （ Ｃ
） の サ ブ チ ャ ネ ル ３ ０ １ ～ ３ ０ ８ を 用 い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ （ Ａ ） は 、 基 地 局 Ｂ １ か ら 送 信 さ れ る 信 号 Ｘ １ の 構 成 を 示 し て い る 。 サ ブ チ ャ ネ ル
１ ０ １ は 独 立 サ ブ チ ャ ネ ル で あ り 、 基 地 局 Ｂ １ に 固 有 の パ イ ロ ッ ト 信 号 を 最 大 電 力 で 送 信
す る の に 使 用 さ れ る 。 ま た 、 サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ ２ 、 １ ０ ３ は 最 小 電 力 サ ブ チ ャ ネ ル で あ る
。 最 小 電 力 サ ブ チ ャ ネ ル で は 、 基 地 局 Ｂ １ 以 外 の 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ が そ れ ぞ れ パ イ ロ ッ
ト 信 号 を 送 信 す る サ ブ チ ャ ネ ル （ ２ ０ ２ 、 ３ ０ ３ ） と 相 互 に 干 渉 し な い よ う に 、 最 小 電 力
に 抑 え ら れ た 状 態 で 信 号 を 送 信 し て い る 。
　 そ の 他 の サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ ４ ～ １ ０ ８ に つ い て は 、 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ か ら 送 信 さ れ る
パ イ ロ ッ ト 信 号 と 干 渉 し な い こ と か ら 、 通 信 サ ブ チ ャ ネ ル と し て デ ー タ の 伝 送 用 と し て 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ （ Ｂ ） は 、 基 地 局 Ｂ ２ か ら 送 信 さ れ る 信 号 Ｘ ２ の 構 成 を 示 し て い る 。 サ ブ チ ャ ネ ル
２ ０ ２ は 独 立 サ ブ チ ャ ネ ル で あ り 、 基 地 局 Ｂ ２ に 固 有 の パ イ ロ ッ ト 信 号 を 最 大 電 力 で 送 信
す る の に 使 用 さ れ る 。 ま た 、 サ ブ チ ャ ネ ル ２ ０ １ 、 ２ ０ ３ は 最 小 電 力 サ ブ チ ャ ネ ル で あ る
。 最 小 電 力 サ ブ チ ャ ネ ル で は 、 基 地 局 Ｂ ２ 以 外 の 基 地 局 Ｂ １ 及 び Ｂ ３ が そ れ ぞ れ パ イ ロ ッ
ト 信 号 を 送 信 す る サ ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ １ 、 ３ ０ ３ ） と 相 互 に 干 渉 し な い よ う に 、 最 小 電 力
に 抑 え ら れ た 状 態 で 信 号 を 送 信 し て い る 。
　 そ の 他 の サ ブ チ ャ ネ ル ２ ０ ４ ～ ２ ０ ８ に つ い て は 、 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ か ら 送 信 さ れ る
パ イ ロ ッ ト 信 号 と 干 渉 し な い こ と か ら 、 通 信 サ ブ チ ャ ネ ル と し て デ ー タ の 伝 送 用 と し て 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ （ Ｃ ） は 、 基 地 局 Ｂ ３ か ら 送 信 さ れ る 信 号 Ｘ ３ の 構 成 を 示 し て い る 。 サ ブ チ ャ ネ ル
３ ０ ３ は 独 立 サ ブ チ ャ ネ ル で あ り 、 基 地 局 Ｂ ３ に 固 有 の パ イ ロ ッ ト 信 号 を 最 大 電 力 で 送 信
す る の に 使 用 さ れ る 。 ま た 、 サ ブ チ ャ ネ ル ３ ０ １ 、 ３ ０ ２ は 最 小 電 力 サ ブ チ ャ ネ ル で あ る
。 最 小 電 力 サ ブ チ ャ ネ ル で は 、 基 地 局 Ｂ ３ 以 外 の 基 地 局 Ｂ １ 及 び Ｂ ２ が そ れ ぞ れ パ イ ロ ッ
ト 信 号 を 送 信 し て い る サ ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ １ 、 ２ ０ ２ ） と 相 互 に 干 渉 し な い よ う に 、 最 小
電 力 に 抑 え ら れ た 状 態 で 信 号 を 送 信 し て い る 。
　 そ の 他 の サ ブ チ ャ ネ ル ３ ０ ４ ～ ３ ０ ８ に つ い て は 、 基 地 局 Ｂ １ 及 び Ｂ ２ か ら 送 信 さ れ て
い る パ イ ロ ッ ト 信 号 と 干 渉 し な い こ と か ら 、 通 信 サ ブ チ ャ ネ ル と し て デ ー タ の 伝 送 用 と し
て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お い て 、 一 番 左 の サ ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ １ 、 ２ ０ １ 、 ３ ０
１ ） に 着 目 す る と 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ の そ れ ぞ れ か ら 受 信 す る 信 号 Ｘ １ ～
Ｘ ３ を 合 成 さ れ た 受 信 信 号 ｒ は 前 述 の （ １ ） 式 の よ う に 表 す こ と が で き る 。
　 し か し 、 今 の 場 合 、 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ か ら は サ ブ チ ャ ネ ル ２ ０ １ 及 び ３ ０ １ は 最 小 電
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力 サ ブ チ ャ ネ ル と し て 送 信 し て い る か ら 無 視 で き る も の と し て 考 え る と 、 （ １ ） 式 は 、 以
下 の （ ２ ） 式 の よ う に 近 似 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ｒ １ ＝ Ｈ １ Ｘ １ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 た だ し 、 ｒ １ は 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お い て 一 番 左 の サ ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ １ 、 ２ ０ １ 、
３ ０ １ ） の 受 信 信 号 で あ る 。
　 移 動 局 端 末 Ｍ に 、 基 地 局 Ｂ １ が 送 信 す る パ イ ロ ッ ト 信 号 の 強 度 を 記 憶 さ せ て お く こ と に
よ り 、 基 地 局 Ｂ １ の パ イ ロ ッ ト 信 号 の 強 度 を 信 号 Ｘ １ の 値 と 推 定 す る こ と が で き る 。 信 号
Ｘ １ の 値 と 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 実 際 に 受 信 し た 受 信 信 号 ｒ １ の 値 と か ら 、 （ ２ ） 式 に よ り 伝
搬 係 数 Ｈ １ を 次 の （ ３ ） 式 の よ う に 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｈ １ ＝ ｒ １ ／ Ｘ １ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ３ ）
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 同 様 の 手 法 を 用 い る こ と に よ り 、 基 地 局 Ｂ ２ と 移 動 局 端 末 Ｍ の 間 の 伝 搬 係 数 Ｈ ２ 、 及 び
、 基 地 局 Ｂ ３ と 移 動 局 端 末 Ｍ の 間 の 伝 搬 係 数 Ｈ ３ も 以 下 の （ ４ ） 式 、 （ ５ ） 式 の よ う に 求
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｈ ２ ＝ ｒ ２ ／ Ｘ ２ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）
　 Ｈ ３ ＝ ｒ ３ ／ Ｘ ３ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ５ ）
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 た だ し 、 ｒ ２ は 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お い て 左 か ら ２ 番 目 の サ ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ ２ 、 ２
０ ２ 、 ３ ０ ２ ） の 受 信 信 号 で あ り 、 ｒ ３ は 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お い て 左 か ら ３ 番 目 の サ
ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ ３ 、 ２ ０ ３ 、 ３ ０ ３ ） の 受 信 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に し て 求 め た 、 伝 搬 係 数 Ｈ １ ～ Ｈ ３ を 用 い て 、 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） の
通 信 サ ブ チ ャ ネ ル （ １ ０ ４ ～ １ ０ ８ 、 ２ ０ ４ ～ ２ ０ ８ 、 ３ ０ ４ ～ ３ ０ ８ ） か ら 送 信 信 号 を
求 め る Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ （ Maximum Likelihood Sequence Equalizers： 最 尤 系 列 推 定 ） の 手 法 に つ
い て 説 明 す る 。
　 な お 、 こ こ で は 各 基 地 局 か ら 送 信 さ れ る サ ブ チ ャ ネ ル が Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ （ Quadrature Phase S
hift Keying： ４ 値 デ ジ タ ル 位 相 変 調 ） の 場 合 、 す な わ ち 、 各 々 の サ ブ チ ャ ネ ル が ４ つ の
値 を 取 る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に お い て 左 か ら ４ 番 目 の サ ブ チ ャ ネ ル を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。 左 か
ら ４ 番 目 の サ ブ チ ャ ネ ル の 受 信 信 号 を ｒ ４ と す る と 、 受 信 信 号 ｒ ４ は 以 下 の （ ６ ） 式 の よ
う に 表 す こ と が で き る 。
　 ｒ ４ ＝ Ｈ １ Ｘ １ ＋ Ｈ ２ Ｘ ２ ＋ Ｈ ３ Ｘ ３ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ６ ）
　 各 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ の そ れ ぞ れ が Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ を 用 い て 信 号 Ｘ １ ～ Ｘ ３ を 送 信 す る 場 合 、 信
号 Ｘ １ ～ Ｘ ３ が そ れ ぞ れ （ １ ， １ ） 、 （ － １ ， １ ） 、 （ － １ ， － １ ） 、 （ １ ， － １ ） の ４
つ の 値 を と る 。 よ っ て 、 全 体 と し て は 、 ４ × ４ × ４ ＝ ６ ４ 通 り の 組 み 合 わ せ と な る 。
　 独 立 サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ １ 、 ２ ０ ２ 、 ３ ０ ３ を 使 用 し て 推 定 し た 伝 搬 係 数 を ＜ Ｈ １ ＞ 、 ＜
Ｈ ２ ＞ 、 ＜ Ｈ ３ ＞ と し て 、 ６ ４ 通 り の 受 信 信 号 レ プ リ カ ＜ ｒ ＞ を 移 動 局 端 末 Ｍ 側 に お い て
、 以 下 の （ ７ ） 式 の よ う に 生 成 す る 。
　 ＜ ｒ ＞ ＝ ＜ Ｈ １ ＞ ＜ Ｘ １ ＞ ＋ ＜ Ｈ ２ ＞ ＜ Ｘ ２ ＞ ＋ ＜ Ｈ ３ ＞ ＜ Ｘ ３ ＞ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ７ ）
　 生 成 し た レ プ リ カ ＜ ｒ ＞ と 、 実 際 に 移 動 局 端 末 Ｍ で 受 信 し た 信 号 ｒ と の 誤 差 ｅ を 以 下 の
（ ８ ） 式 の よ う に し て 求 め る 。
　 ｅ ＝ ｜ ｒ － ＜ ｒ ＞ ｜ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ８ ）
　 誤 差 ｅ が 最 小 と な る 組 み 合 わ せ ＜ Ｘ １ ＞ 、 ＜ Ｘ ２ ＞ 、 ＜ Ｘ ３ ＞ を 各 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か
ら 送 信 さ れ た 信 号 で あ る と 推 定 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 な お 、 基 地 局 Ｂ １ は 、 他 の 基 地 局 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ が パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信 す る の に 使 用 す る
サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ ２ 、 １ ０ ３ に つ い て は 、 サ ブ チ ャ ネ ル を 最 小 電 力 に 設 定 し て 、 各 基 地 局
（ Ｂ １ ～ Ｂ ３ ） か ら 送 信 さ れ る サ ブ チ ャ ネ ル が 相 互 に 干 渉 す る の を 防 止 し て い る 。 し か し
、 基 地 局 Ｂ １ の 近 傍 に お い て は 、 基 地 局 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ か ら の 距 離 が 遠 い た め 、 移 動 局 端 末 Ｍ
と 基 地 局 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ の 間 で の 通 信 の 品 質 が 低 下 す る 。 こ れ を 防 止 す る た め に 、 最 小 電 力 サ
ブ チ ャ ネ ル １ ０ ２ 、 １ ０ ３ を 使 用 し て 信 号 を 伝 送 す る よ う に し て 、 移 動 局 端 末 Ｍ と 基 地 局
Ｂ １ と の 間 で 通 信 品 質 の 向 上 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 各 サ ブ チ ャ ネ ル が Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ に よ り ４ 個 の 値 を 取 る も の と し た が
、 こ の 値 は ４ 個 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 各 サ ブ チ ャ ネ ル が １ ６ 個 の 値 を 取 る
よ う に し て 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ の 場 合 と 同 様 の Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ の 手 法 を 用 い て 、 実 際 に 移 動 局 端 末 Ｍ が 受
信 し た 信 号 と の 誤 差 が 最 小 と な る 信 号 を 選 択 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に 、 サ ブ チ
ャ ネ ル が 取 り 得 る 値 を 増 加 さ せ て 多 値 化 す る こ と に よ り 、 無 線 デ ー タ 通 信 の 品 質 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 、 基 地 局 Ｂ か ら 信 号 を 送 信 し て 、 移 動 局 端 末 Ｍ で 信 号 を 受 信 す る
場 合 の デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ （ Ａ ） は 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら 信 号 を 送 信 す る 場 合 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。 こ こ で は 、 基 地 局 Ｂ １ か ら 信 号 が 送 信 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
　 パ イ ロ ッ ト 信 号 が 強 度 変 換 回 路 ２ に 入 力 さ れ る 。 Ｓ ／ Ｐ 変 換 回 路 １ で は 、 基 地 局 Ｂ １ で
生 成 さ れ た シ リ ア ル デ ー タ が パ ラ レ ル デ ー タ に 変 換 さ れ た 後 、 強 度 変 換 器 ２ に 出 力 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 強 度 変 換 器 ２ で は 、 サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ １ （ 図 ３ （ Ａ ） ） の パ イ ロ ッ ト 信 号 、 及 び 、 サ ブ
チ ャ ネ ル １ ０ ４ ～ １ ０ ８ （ 図 ３ （ Ａ ） ） の 信 号 が 最 大 強 度 で 出 力 さ れ る 。 ま た 、 基 地 局 Ｂ
２ 、 Ｂ ３ の パ イ ロ ッ ト 信 号 と 干 渉 す る サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ ２ 、 １ ０ ３ （ 図 ３ （ Ａ ） ） の 信 号
は 、 最 小 電 力 で 出 力 さ れ る 。 強 度 変 換 器 ２ か ら 出 力 さ れ た サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ １ ～ １ ０ ８ の
信 号 は 、 Ｉ Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ３ に 出 力 さ れ る 。 Ｉ Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ３ で は 、 強 度 変 換 器 ２ か ら 出 力 さ れ
た 信 号 に 対 し て 逆 離 散 フ ー リ エ 変 換 の 処 理 が 行 わ れ た 後 、 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ で は 、 マ ル チ パ ス 遅 延 に よ り サ ブ チ ャ ネ ル が 相 互 に 干 渉 す る の を 防 止 す
る た め に ガ ー ド イ ン タ ー バ ル が 付 加 さ れ た 後 、 Ｒ Ｆ 変 調 回 路 ５ に 出 力 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 変 調 回
路 ５ で は 、 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ か ら 入 力 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 信 号 を 無 線 周 波 数 に 変 換 し た 後 、
ア ン テ ナ （ 図 示 省 略 ） か ら 送 信 さ れ る 。 基 地 局 Ｂ １ か ら 送 信 さ れ た 信 号 Ｘ １ は 、 伝 搬 係 数
Ｈ １ が 掛 か っ た 状 態 で 移 動 局 端 末 Ｍ に お い て 受 信 さ れ る 。 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ で も 基 地 局
Ｂ １ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ 信 号 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ が 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ （ Ｂ ） は 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 移 動 局 端 末 Ｍ で 受 信 す る 場 合 構
成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 Ｒ Ｆ 復 調 回 路 ６ に は 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 信 号 Ｘ １ ～ Ｘ ３ が 合 成
さ れ た 受 信 信 号 ｒ と し て 入 力 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 復 調 回 路 ６ で は 、 受 信 さ れ た 信 号 が 無 線 周 波 数
か ら ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 変 換 さ れ て 、 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ に 出 力 さ れ る 。 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ で は
、 マ ル チ パ ス 遅 延 に よ り サ ブ チ ャ ネ ル が 相 互 に 干 渉 す る の を 防 止 す る た め に 付 加 さ れ て い
た ガ ー ド イ ン タ ー バ ル が 除 去 さ れ 、 Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ８ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ８ で は 、 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ か ら 入 力 さ れ た 信 号 に 対 し て 、 離 散 フ ー リ エ 変 換 の
処 理 が 行 わ れ た 後 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 回 路 ９ に 出 力 さ れ る 。 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 回 路 ９
で は 、 Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ８ か ら 出 力 さ れ た 信 号 か ら 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 が 抽 出 さ れ て 伝 搬 係 数 推 定
回 路 １ １ に 出 力 さ れ る と と も に 、 通 信 サ ブ チ ャ ネ ル １ ０ ４ ～ １ ０ ８ （ 図 ３ （ Ａ ） ） の 信 号
が Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ 回 路 １ ０ に 出 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 伝 搬 係 数 推 定 回 路 １ １ で は 、 移 動 局 端 末 Ｍ と 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ そ れ ぞ れ の 間 の 伝 搬 係 数
Ｈ １ ～ Ｈ ３ が 推 定 さ れ 、 Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ 回 路 １ ０ に 出 力 さ れ る 。 Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ 回 路 １ ０ で は 、 最 尤 系
列 推 定 の 処 理 に よ り 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ の そ れ ぞ れ か ら 送 信 さ れ た 信 号 Ｘ ４ ～ Ｘ ８ が 推 定
さ れ 出 力 さ れ る 。 こ の よ う な 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 移 動 局 端 末 Ｍ で は 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ
３ か ら 送 信 さ れ た 信 号 Ｘ ４ ～ Ｘ ８ を そ れ ぞ れ 独 立 し た 形 で 受 け 取 る こ と が で き る 。 よ っ て
、 移 動 局 端 末 Ｍ が 受 信 す る 基 地 局 Ｂ の 数 の 分 だ け デ ー タ 通 信 容 量 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ は 、 移 動 局 端 末 Ｍ か ら 信 号 を 送 信 し て 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ で 信 号 を 受 信 す る
場 合 の デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ４ （ Ａ ） は 、 移 動 局 端 末 Ｍ か ら 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ へ 信 号 を 送 信 す る 場 合 の 構 成 を 示 し
た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 移 動 局 端 末 Ｍ で 生 成 さ れ た 信 号 は 、 Ｓ ／ Ｐ 変 換 回 路 ６ に 入 力 さ れ る
。 Ｓ ／ Ｐ 変 換 回 路 ６ で は 、 移 動 局 端 末 Ｍ で 生 成 さ れ た 信 号 が 、 シ リ ア ル デ ー タ か ら パ ラ レ
ル デ ー タ に 変 換 さ れ 、 Ｉ Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ３ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Ｉ Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ３ で は 、 Ｓ ／ Ｐ 変 換 回 路 １ か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 対 し て 逆 離 散 フ ー リ エ 変
換 の 処 理 が 行 わ れ た 後 、 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ に 出 力 さ れ る 。 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ で は 、 マ ル チ パ ス
遅 延 に よ り サ ブ チ ャ ネ ル が 相 互 に 干 渉 す る の を 防 止 す る た め に ガ ー ド イ ン タ ー バ ル が 付 加
さ れ た 後 、 Ｒ Ｆ 変 調 回 路 ５ に 出 力 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 変 調 回 路 ５ で は 、 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ か ら 入 力
さ れ た ベ ー ス バ ン ド 信 号 を 無 線 周 波 数 に 変 換 し た 後 、 ア ン テ ナ （ 図 示 省 略 ） か ら 送 信 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ （ Ｂ ） は 、 移 動 局 端 末 Ｍ か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 、 基 地 局 Ｂ １ 、 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ 、 ・ ・ ・
の い ず れ か の 基 地 局 Ｂ に お い て 受 信 す る 場 合 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 移 動 局 端 末 Ｍ か ら 送 信 さ れ た 信 号 は 基 地 局 Ｂ に 設 け ら れ て い る 複 数 の ア ン テ ナ （ 図 示 省
略 ） で 受 信 さ れ る 。 基 地 局 Ｂ の 複 数 の ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 信 号 は そ れ ぞ れ Ｒ Ｆ 復 調 回 路
６ に 入 力 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 復 調 回 路 ６ で は 、 受 信 信 号 が 無 線 周 波 数 か ら ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 変
換 さ れ 、 乗 算 器 １ ２ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 乗 算 器 １ ２ で は 、 そ れ ぞ れ の 乗 算 器 １ ２ に 入 力 さ れ た 信 号 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 重 み 係 数
ω １ ～ ω ｎ が 乗 算 さ れ て 重 み 付 け が 行 わ れ 、 ア ン テ ナ の 指 向 性 が 制 御 さ れ る 。 加 算 器 １ ３
に 出 力 さ れ る 。 加 算 器 １ ３ で は 、 乗 算 器 １ ２ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ た 信 号 の 総 和 が 計 算 さ
れ た 後 、 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ に 出 力 さ れ る 。 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ で は 、 マ ル チ パ ス 遅 延 に よ り サ ブ
チ ャ ネ ル が 相 互 に 干 渉 す る の を 防 止 す る た め に 用 い ら れ て い た ガ ー ド イ ン タ ー バ ル が 除 去
さ れ た 後 、 Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ８ に 出 力 さ れ る 。 Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ８ で は 、 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ か ら 入 力 さ れ
た 信 号 に 対 し て 、 離 散 フ ー リ エ 変 換 の 処 理 が 行 わ れ た 後 、 Ｐ ／ Ｓ 変 換 回 路 １ ４ に 出 力 さ れ
る 。 Ｐ ／ Ｓ 変 換 回 路 １ ４ で は 、 Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ８ か ら 出 力 さ れ た パ ラ レ ル デ ー タ を シ リ ア ル デ
ー タ に 変 換 す る 。 こ れ ら の 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 移 動 局 端 末 Ｍ か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 基
地 局 側 で 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 用 い た 場 合 の 効 果 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。 グ ラ フ に お い て 、 横 軸 の Ｃ ／ Ｉ は 、 （ 基 地 局 Ｂ １ か ら の 受 信 電 力 ） ／ （ 基 地
局 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ か ら の 受 信 電 力 ） の こ と で あ り 、 希 望 波 対 干 渉 波 比 を 表 し て い る 。 縦 軸 の Ｂ
Ｅ Ｒ は 、 誤 り 率 特 性 を 表 し て お り 、 Ｂ Ｅ Ｒ の 値 が 小 さ く な る ほ ど 通 信 品 質 が 向 上 す る こ と
を 示 し て い る 。
　 黒 い 記 号 (◆ ， ▲ ， ■ ） で プ ロ ッ ト し た 曲 線 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る デ ー タ 通 信 シ
ス テ ム を 使 用 し た 場 合 の 効 果 を 示 し て い る 。 ま た 、 白 い 記 号 （ □ ， △ ， □ ） で プ ロ ッ ト し
た 曲 線 は 、 本 実 施 形 態 に よ る デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 使 用 し な い 場 合 、 す な わ ち 、 サ ブ チ ャ
ネ ル の 強 度 に 変 化 を 持 た せ な い で 各 基 地 局 か ら 信 号 を 伝 送 し た 場 合 の 誤 り 率 特 性 の 変 化 を
表 し て い る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 菱 形 の 記 号 （ ◆ ， ◇ ） で プ ロ ッ ト し て あ る 点 は 、 基 地 局 Ｂ １ と 移 動 局 端 末 Ｍ の 間
で の 誤 り 率 特 性 を 表 し て い る 。 三 角 の 記 号 （ ▲ ， △ ） で プ ロ ッ ト し て あ る 点 は 、 基 地 局 Ｂ
２ と 移 動 局 端 末 Ｍ の 間 で の 誤 り 率 特 性 を 表 し て い る 。 四 角 の 記 号 （ ■ ， □ ） で プ ロ ッ ト し
て あ る 点 は 、 基 地 局 Ｂ ３ と 移 動 局 端 末 Ｍ の 間 で の 誤 り 率 特 性 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 図 ５ の グ ラ フ に お い て 、 Ｃ ／ Ｉ ＝ － ３ の 直 線 と 各 曲 線 が 交 わ る 点 は 、 図 ６ に お
け る 通 信 セ ル Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 交 点 Ｐ で の 各 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ と の 間 で の 誤 り 率 特 性 を 表 し て
い る 。 交 点 Ｐ で は 、 移 動 局 端 末 Ｍ と 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ ま で の 距 離 が い ず れ も 等 し い た め 、
基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ と 移 動 局 端 末 Ｍ の 間 の 誤 り 率 特 性 は い ず れ も ほ ぼ 同 じ で あ る 。
　 図 ５ の グ ラ フ の 縦 軸 の 通 信 品 質 （ Ｂ Ｅ Ｒ ） の 値 は 、 大 き く な る ほ ど 通 信 品 質 が 劣 化 し て
い る こ と を 表 し て い る か ら 、 グ ラ フ に 示 し た 横 軸 Ｃ ／ Ｉ ＝ － ８ ～ １ ２ の 範 囲 で は 、 本 発 明
の 実 施 形 態 に よ る 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 使 用 し た 方 が デ ー タ の 伝 送 品 質 が 優 れ て い る
こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 方 、 図 ５ の グ ラ フ に お い て 、 横 軸 の 数 値 が Ｃ ／ Ｉ ＝ － ３ か ら 増 加 す る と い う こ と は 、
図 ６ に お い て 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 交 点 Ｐ か ら 、 矢 印 Ｄ １ の 方 向 に 移 動
し て 基 地 局 Ｂ １ に 近 づ く と い う こ と を 表 し て い る 。 図 ５ の グ ラ フ か ら 分 か る よ う に 、 移 動
局 端 末 Ｍ は 基 地 局 Ｂ １ に 近 づ く た め 、 移 動 局 端 末 Ｍ と 基 地 局 Ｂ １ 間 で の 通 信 品 質 は 向 上 す
る 。 一 方 、 移 動 局 端 末 Ｍ は 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ か ら は 遠 ざ か っ て い く の で 、 移 動 局 端 末 Ｍ
と 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ 間 で の 通 信 品 質 は 劣 化 し て い く 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 移 動 局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ １ に 近 づ く と 、 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら 受 信 で き て い た 信 号 が 、
基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ か ら は 受 信 で き な く な り 、 基 地 局 Ｂ １ か ら し か 信 号 が 受 信 で き な く な
る 。 こ の た め 、 通 信 品 質 が 劣 化 し て い ま う 。
　 た だ し 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 基 地 局 Ｂ １ に 近 づ く に 従 っ て 、 基 地 局 Ｂ １ か ら の Ｓ Ｎ 比 は 大 き
く な る の で 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ よ り も 更 に 多 値 化 す る こ と に よ り 、 複 数 の 基 地 局 か ら 受 信 す る 分 の
ス ル ー プ ッ ト を 補 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 逆 に 、 図 ５ の グ ラ フ に お い て 、 横 軸 の 数 値 が Ｃ ／ Ｉ ＝ － ３ か ら 減 少 す る と い う こ と は 、
図 ６ に お い て 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 通 信 セ ル Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 交 点 Ｐ か ら 矢 印 Ｄ ２ の 方 向 に 移 動 し
て 基 地 局 Ｂ １ か ら 遠 ざ か る と い う こ と を 表 し て い る 。 図 ５ の グ ラ フ か ら 分 か る よ う に 、 移
動 局 端 末 Ｍ は 基 地 局 Ｂ １ か ら 遠 ざ か る た め 、 移 動 局 端 末 Ｍ と 基 地 局 Ｂ １ の 間 で の 通 信 品 質
は 劣 化 す る 。 一 方 、 移 動 局 端 末 Ｍ は 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ に 近 づ い て い く の で 、 移 動 局 端 末
Ｍ と 基 地 局 Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ 間 で の 通 信 品 質 は 向 上 し て い く 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 基 地 局 の 数 が ３ つ の 場 合 （ Ｂ １ ～ Ｂ ３ ） に つ い て 説 明 し た が 、
基 地 局 の 数 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 実 施 形 態 に よ る デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 用
い れ ば 、 複 数 の 基 地 局 か ら 信 号 を 受 信 す る 場 合 で あ っ て も 、 移 動 局 端 末 の ア ン テ ナ の 数 を
基 地 局 数 だ け 設 け る 必 要 が な く 、 １ つ の ア ン テ ナ で 基 地 局 数 倍 の ス ル ー プ ッ ト を 得 る こ と
が で き る 。 ま た 、 設 置 す る ア ン テ ナ の 数 が １ つ で よ い た め 、 移 動 局 端 末 を 低 消 費 電 力 で 駆
動 す る こ と が で き る と と も に 、 移 動 局 端 末 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 基 地 局 Ｂ に Ｓ Ｄ Ｍ （ Space Division Multi-plex： 空 間 分 割 多
重 方 式 ） を 用 い て 信 号 の 受 信 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 基 地 局 に お い て 信 号 を 受 信 す る
場 合 に お い て 、 通 信 品 質 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 高 い ス ル ー プ ッ ト を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 移 動 局 端 末 Ｍ が 存 在 す る 位 置 に よ っ て は 、 各 基 地 局 Ｂ の 伝 搬 係 数 Ｈ の 相 関 が 大 き
く な る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 に は 、 基 地 局 Ｍ に 複 数 の ア ン テ ナ を 設 置 し て 送 受 信 す る 電 波
の 位 相 や 振 幅 を 制 御 す る こ と に よ り 、 移 動 局 端 末 Ｍ に 向 け て 指 向 性 ビ ー ム を 形 成 （ ビ ー ム
フ ォ ー ミ ン グ ） す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 各 基 地 局 Ｂ の 伝 搬 係 数 Ｈ の 相 関 を 小
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さ く す る よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 図 １ の Ｓ ／ Ｐ 変 換 回 路 １ 、 強 度 変 換 回 路 ２ 、 Ｉ
Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 ３ 、 Ｇ Ｉ 付 加 回 路 ４ 、 Ｒ Ｆ 変 調 回 路 ５ 、 Ｒ Ｆ 復 調 回 路 ６ 、 Ｇ Ｉ 除 去 回 路 ７ 、 Ｄ
Ｆ Ｔ 回 路 ８ 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 回 路 ９ 、 Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ 回 路 １ ０ 、 伝 搬 係 数 推 定 回 路 １ １ 、 図
４ の 乗 算 器 １ ２ 、 加 算 器 １ ３ 、 Ｐ ／ Ｓ 変 換 回 路 １ ４ の 機 能 を 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム を
コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 し て 、 こ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た プ ロ グ ラ ム
を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 読 み 込 ま せ 、 実 行 す る こ と に よ り 基 地 局 Ｂ 、 移 動 局 端 末 Ｍ の 制
御 を 行 っ て も よ い 。 な お 、 こ こ で い う 「 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 」 と は 、 Ｏ Ｓ や 周 辺 機 器 等
の ハ ー ド ウ ェ ア を 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 「 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 」 と は 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 光 磁 気
デ ィ ス ク 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 媒 体 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 内 蔵 さ れ る ハ ー
ド デ ィ ス ク 等 の 記 憶 装 置 の こ と を い う 。 さ ら に 「 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 」
と は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク や 電 話 回 線 等 の 通 信 回 線 を 介 し て プ ロ グ ラ ム を 送
信 す る 場 合 の 通 信 線 の よ う に 、 短 時 刻 の 間 、 動 的 に プ ロ グ ラ ム を 保 持 す る も の 、 そ の 場 合
の サ ー バ や ク ラ イ ア ン ト と な る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 内 部 の 揮 発 性 メ モ リ の よ う に 、 一 定
時 刻 プ ロ グ ラ ム を 保 持 し て い る も の も 含 む も の と す る 。 ま た 上 記 プ ロ グ ラ ム は 、 前 述 し た
機 能 の 一 部 を 実 現 す る た め の も の で あ っ て も 良 く 、 さ ら に 前 述 し た 機 能 を コ ン ピ ュ ー タ シ
ス テ ム に す で に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム と の 組 み 合 わ せ で 実 現 で き る も の で あ っ て も 良
い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ
の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 等 も 含 ま れ
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 大 き な 伝 送 容 量 が 要 求 さ れ る と と も に 、 低 消 費 電 力 及 び 小 型 化 が 要 求 さ れ る 携 帯 電 話 な
ど の 分 野 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 基 地 局 Ｂ か ら 移 動 局 端 末 Ｍ に 信 号 を 送 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る た め の ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 干 渉 エ リ ア に お け る 移 動 局 端 末 Ｍ の 基 地 局 Ｂ １ ～ Ｂ ３ か ら の 受 信 状 態 を 示 す 概 略
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 基 地 局 が 送 信 す る サ ブ チ ャ ネ ル の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 移 動 局 端 末 Ｍ か ら 基 地 局 Ｂ に 信 号 を 送 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る た め の ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を 用 い た 場 合 の 効 果 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に お い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 用 い た 場 合 の 効 果 を 説 明 す る 際 に 使 用 す る 参 考
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
１ ・ ・ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 回 路 、 ２ ・ ・ ・ 強 度 変 換 回 路 、 ３ ・ ・ ・ Ｉ Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 、 ４ ・ ・ ・ Ｇ Ｉ
付 加 回 路 、 ５ ・ ・ ・ Ｒ Ｆ 変 調 回 路 、 ６ ・ ・ ・ Ｒ Ｆ 復 調 回 路 、 ７ ・ ・ ・ Ｇ Ｉ 除 去 回 路 、 ８ ・
・ ・ Ｄ Ｆ Ｔ 回 路 、 ９ ・ ・ ・ パ イ ロ ッ ト 信 号 抽 出 回 路 、 １ ０ ・ ・ ・ Ｍ Ｌ Ｓ Ｅ 回 路 、 １ １ ・ ・
・ 伝 搬 係 数 推 定 回 路 、 １ ２ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 １ ３ ・ ・ ・ 加 算 器 、 １ ４ ・ ・ ・ Ｐ ／ Ｓ 変 換 回 路
、 Ｂ （ Ｂ １ 、 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ 、 ・ ・ ・ ） ・ ・ ・ 基 地 局 、 Ｃ ・ ・ ・ 通 信 セ ル 、 Ｈ （ Ｈ １ 、 Ｈ ２ 、
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Ｈ ３ 、 ・ ・ ・ ） ・ ・ ・ 伝 搬 係 数 、 Ｍ ・ ・ ・ 移 動 局 端 末 、 Ｘ （ Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 ・ ・ ・ ）
・ ・ ・ 信 号

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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